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鋤諄 太ムスとけ
今日のトビックス「そIず打ち会」

そば粉のつなぎIきトロロです 麺棒を使ってのばしきす 太いの細いの麺切って

ぞぞっこ一気にすすったら 思わず笑顔でVサイン 境内一面立喰いそIずの人

今日の寺こもさん・元久保うごん店主 久保 義BRさん
今月の寺ともさんは、ス保義明さんです。ス保さん

は、平成 11年に閉店するまで番町 4丁目で45年

間うどん屋さんを営みました。製麺とうどんの飲食

が別の時代に、許可を取つて「でけだち」をお客に

提供したのはス保さんが初めてでした。これがロコ

ミで広がり、テーブルを置き、イスを用意すると、

全盛期には 18席の店に 500人ものお客が詰め掛

けたそうです。左の写真の「恐るべきさぬきうどん」

誌にも堂々と掲載されております。今の「うどん県

ブーム」にも、 トッピングより麺そのものを矢□つて

欲しいと思つているそうです。うどん屋さんで一番

の思い出は、大勢の人に巡り合い、反達ができたこ

うどんブーム火付け役の書にも掲載→ とだそうです。ス保さんの笑顔とつても素敵です


